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流れを持つプラズマの緩和状態 [1] の実験的な検証を目指して，内部導体型ト

ーラス閉じ込め装置 [2] が建設され，プラズマ流の駆動と新しい平衡状態の探

索に関する実験研究が開始されている．Proto-RT（Prototype-Ring Trap，コイ

ル電流10kAt）装置においては，現在ＲＦ放電プラズマを使用して，内部導体系

における電場・流れ場の形成とプラズマ応答の理解を目的とした基礎的な実験

が行われている．これまでに，内部導体上に設置したリング状電極に負電位を

与える事により，プラズマ内部の広い領域で最大3kV/m程度までの径方向電場

が生成される事を確認した．本研究では，外部からの電子供給がプラズマに与

える影響を電極バイアス実験と比較して調べる目的から，LaB6カソードによる電

子銃を用いたプラズマ中への電子入射実験を行い，各種静電プローブ

（emissive probe，double probe，及びdirectional probe）を用いて，電子入射時

の空間電位や電子密度，静電揺動等のプラズマ特性の計測を行った．プラズマ

周辺部に配置したカソードから最大1.3kVまでの加速電圧により電子入射を行っ

たところ，内部導体付近までのプラズマ内部全域で，30V程度の電位降下が観

測された．しかし，空間電位が真空容器電位に近付くと共に入射された電子の

閉じ込め時間が減少し，プラズマ内部に大きな負電位が形成されるには至って

いない．電子銃のアノード電位や磁場配位等の最適化を進めており，講演では，

それらの効果も含めて電極バイアス実験と比較して述べる． 

 
電子ビーム入射中のプラ

ズマの空間電位．カソー

ド加熱電流やカソード-ア

ノード間の加速電圧に応

じて入射ビーム電流を増

加させた時，降下した空

間電位は真空容器電位

付近で飽和する傾向が

見られる． 
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